



























































































































開催日：2019年 2 月 28日（木）
会　場：立教大学　池袋キャンパス　12号館 4階第 2・3合同研究室
報　告： 「18世紀スウェーデンにおける水産加工品の法規制と生産奨励―塩漬けニシンと
魚油に関する施策に注目して―」
報告者：齊藤　豪大（久留米大学経済学部専任講師）
概　要： 本報告の目的は、18世紀のスウェーデン水産業における政策展開を、輸入代替
から輸出志向への移行プロセスと関連させつつ検討することにある。近世ス
ウェーデンはヨーロッパ屈指の鉄生産・輸出国として知られる。このような圧倒
的な基幹産業を有しながら、同国では 18世紀に漁業振興が真剣に議論されるよ
うになる。漁業の発展による安定的な産業の創出、それに伴う関連産業への経済
波及効果が期待されていた。
　18世紀前半以降、人的・物的資本、技術に関する法令、減免制度、補助金制
度等のさまざまな政策が実施される中で輸入代替化が進展し、そこへ魚群の到来
も加わり、世紀後半にはニシン輸出が一挙に拡大した。魚油の輸出が増加したの
もこの時期である。魚油に関して言えば、世紀中葉以降にグリーンランド捕鯨が
政策的に進められたことにも注目するべきである。
 担当：須永徳武（本学経済学部教授）
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